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織機の動きを最適化 

両側杼箱装置の杼替えを動的計画法で即座に計算 

技術分野分類  １７０２：衣・住生活学 

技術キーワード  アルゴリズム理論、被服設計・生産 
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概  要 

 

シャトル（図１）は杼（ひ）とも呼ばれ、シャトルを使ってよこ糸を通す織機

をシャトル織機（図２）と呼びます。シャトル織機を使用して多色織物（図３）

を製造する際には、事前に「杼替え」と呼ばれる杼箱装置の動きを設計する必

要があります。効率的な杼替えを設計するソフトウェアを開発しました。この

ソフトウェアを利用すれば、最適な杼替えを短時間で求めることが可能です。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

シャトル織機は、織物の端（耳）が整然としています。また、様々な材質・太

さの糸に対応できるため、主に服地の生産に用いられています。従来は、熟練

者が手作業により杼替えを設計していました。しかし、このソフトウェアによ

り、より良い杼替えを即座に求めることができます。 

本技術の 

有用性 

シャトル織機の杼箱装置の動きが大きいと織機の運転が不安定になることが

あります。このソフトウェアにより、可能な限り杼箱装置の動きが小さい杼箱

装置の動きを計算することができ、シャトル織機の運転を安定にすることが可

能です。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
両側杼箱装置を装備したシャトル織機 
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図１ 図３ 図２（模式図） 


